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基幹システム/周辺システム開発時のプロジェクト管理評価および改善活動
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システム開発プロジェクトを取り巻く環境
システム開発は、大規模化、複雑化が進み、多大なコスト・リソース・時間を投
入する傾向にあります。企業は、激しい事業競争の中、限られたリソースで効
果的なシステムを開発・導入・更改しなければなりません。そのような環境の中、
システム開発プロジェクトでは、適切なタイミングや手法で管理し、改善点を対
応することがプロジェクト成功に必要となります。

システム開発プロジェクトでのリスクおよび影響
システム開発プロジェクトには、コスト増加・品質の低下・全体スケジュール遅
延・関係者との不合意を引き起こすなど、様々なリスクが潜んでおります。
プロジェクトを遂行する上では、これらのリスクを低減するための管理手続きを
整備し実施することが1つの成功要因となります。また、リスクはプロジェクトの
フェーズとともに変化していくものです。リスクを継続的にモニタリングし、プロジェ
クトの変化に応じ、適切な対応を行う必要があります。

。

システム開発プロジェクト第三者評価
昨今の事業環境変化に伴い、企業は基幹システムや周辺システ
ムなどのシステム導入やシステムリプレイスと幾度となくシステム開
発プロジェクトを経験しています。システム開発プロジェクトでは、多
くの課題/特有のリスクが潜んでおり、プロジェクト状況を適切なタ
イミングと頻度で評価することが1つの成功要因となります。
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 委託先による業務理解が浅く、業務要件が反映されない
システム設計をしてしまう

 追加要件発生時にコスト・納期・工数増大や契約トラブル
が起きてしまう

 委託先の保守/運用体制が脆弱であり、障害対応や定
期報告に時間を要してしまう

 保守/運用が委託先しかできない状態となり、将来のベン
ダ切替やコスト管理が困難となってしまう

 報告タイミング/内容が不十分であり、納期遅延やPJ全体
課題に早期対応できなくなってしまう

 各工程で完了基準がないまま、承認者による承認がない
まま、後続フェーズに進んでしまう
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影響例
 スケジュール遅延、コスト増加に伴う全体計画の再検討が必

要となる
 各フェーズの証跡が残っていないため、監査での指摘を受ける

 業務品質を満たさない機能を開発してしまう
 UATフェーズで要件不足を発見する
 再要件定義による追加工数/追加コストが発生する

 障害履歴/変更記録に不備が生じる
 外部攻撃による社内システム停止や個人情報の外部漏洩

が起きる
 ベンダロックインが長期化する

想定リスク例
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トーマツの強み
製造業をはじめとする多くのクライアントに対して、システム開発プロジェクトの評価実績を有しております。基幹システム導入/リプレイス、周辺システムの導入/リプ
レイス、過去プロジェクトの評価などシステム開発プロジェクトの特性に応じて、適切なタイミングと頻度でプロジェクト状況の評価と改善の提言を行い、プロジェク
ト成功を支援します。

区分 サービス 対象
フェーズ

支援
タイプ

概要（一例）

アドバイザリー システム開発プロジェクト
第三者評価

構想策定～運用 伴走
または
スポット

 各フェーズで、プロジェクト管理手続きの評価や改善提言
実施

 開発ベンダとのMTGへの陪席、PJ全体推進状況の評価
および改善点について定期的にクライアントPMおよびマネ
ジメント層へ報告

 プロジェクトチームへのインタビュー、資料閲覧等を基に当
法人のチェックリストと照らし課題を抽出、改善案を報告

ワークショップ プロジェクト第三者評価
に関する研修

計画策定
要件定義

ユーザー受入テスト
リリース判定

スポット  システム開発プロジェクトで実施すべき手続等を習得する
ことを目的とした研修を開催します

サービスの概要
本サービスでは、システム開発プロジェクトを取り巻くリスクに対して、リスクを低減するためのプロジェクト管理手続が整備され運用されているかを評価し、不備事
項や問題点の指摘と改善提言を行います。また、構想策定フェーズ、要件定義フェーズ、ユーザー受入テストフェーズ、リリース判定を対象に、成果物レビューの進
め方/観点、委託先の管理のポイントなどプロジェクト管理手続を実戦形式で研修するワークショップも行います。

プロジェクト評価の基準
評価にあたっては、PMBOK（Project Management Body of Knowledge）※や金融庁「システム統合リスク管理態勢に関する考え方・着眼点（詳細
編）（2019年3月）」経済産業省「システム管理基準（2023年4月）」及び特定非営利活動法人日本システム監査人協会「システム管理基準ガイドライン
（2023年8月）」をベースにトーマツ独自のリスク管理視点を加味した基準を用います。
※PMBOKは、PMIO（Project Management Institute）がプロジェクトマネジメントに関するノウハウや知識を体系的にまとめたものです。
プロジェクト評価の実施タイミング
構想策定から運用の一連の開発工程の中で、適切なタイミングと頻度でプロジェクト評価を実施します。
各フェーズでのスポット支援や継続的に一連のフェーズを伴走することで、システム開発プロジェクトの問題点の早期発見と改善を支援します。

システム開発プロジェクトの各フェーズの適切なタイミングと頻度でプロジェクト評価することで、管理手続の評価・改善・整備・運用のサイクルが自社で円滑に回
るように支援します

フェーズ

構想策定 要件定義 設計・開発 テスト 移行 運用

• 戦略策定
• 計画立案

• 環境構築（HW、OS、MW、NW）

• 要件定義 • システム設計 • 単体テスト
• 結合テスト
• システムテスト
• 受入テスト

• 移行リハーサル
• 本番移行

• ジョブ管理
• 監視
• 障害/インシデント

対応

適切なタイミングと頻度でプロジェクト状況を評価

運用

評価

整備

改善

 改善案の運用

 プロジェクト問題点の評価

 各関係者への報告

 改善案の整備

 改善点の提言
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